重み付きリッチ曲率が下に有界な境界付き多様体の剛性 by Sakurai Yohei & 櫻井 陽平
Rigidity of manifolds with boundary under a












氏 名            櫻井 陽平   
学 位 の 種 類            博 士 （ 理 学 ） 
学 位 記 番 号         博 甲 第  8013  号 
学 位 授 与 年 月 日         平成 29年 3月 24日 
学 位 授 与 の要 件         学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科         数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目 
Rigidity of manifolds with boundary under a lower weighted Ricci curvature bound 
（重み付きリッチ曲率が下に有界な境界付き多様体の剛性） 
      
主 査         筑波大学 准教授   理学博士      田崎 博之 
副 査         筑波大学 講師    博士（数理学）  永野 幸一 
副 査         筑波大学 教授    博士（理学）   井ノ口 順一 
副 査         筑波大学 講師    博士（数学）   相山 玲子 
 
 



















































































の研究論文は、高く評価されている。１本目の研究論文は学術雑誌「Osaka Journal of Mathematics」に掲
載決定済みである。１本目の研究論文の内容は、１９８０年代前半に行われた加須栄による先駆的な研究
の継承研究である。２本目の研究論文は学術雑誌「Tohoku Mathematical Journal」に掲載決定済みであ
る。２本目の研究論文の内容は、重み付きリッチ曲率が下に有界な境界付きリーマン多様体の比較幾何
学の嚆矢と看做せる研究である。３本目の研究論文の内容は、最近のWylieによる境界の無い場合の研
究を境界がある場合に発展させている研究である。４本目の研究論文の内容は、つい最近の Wylie-
Yeroshkin による境界の無い場合の研究を境界がある場合に発展させている研究である。３本目と４本目
の研究論文は、各々相応しい学術雑誌に現在投稿中であるが、掲載決定される可能性が高いと判断す
る。 
 なお、本論文で述べられている研究内容は、著者が日本学術振興会特別研究員（DC1）として研究を
遂行した成果である。  
 
〔最終試験結果〕 
 平成２９年２月１４日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
